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✔ＳＤＧｓは映えじゃない！ 
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の認知度が上がって来ているものの、「意識高い系の人のこと」というよう

に、「自分事」に浸透し切れていないのが実情ではないでしょうか。 

 ＳＤＧｓ未来都市に選定された川崎市。しかしながら、川崎市が総合計画を進めていく上で、それぞれの施策

ごとのＳＤＧｓのゴールを示しているものの、施策の下の事業ごとでのゴールを示す例はほとんどありません。 

市が進める事業がＳＤＧｓに分かりやすく関連するものを取り上げ、『「何となく映え～」というような画像や

動画をアップロードしている程度が川崎市のＳＤＧｓなのではないか？』という厳しいご意見も頂戴しています。 

川崎市が本気でＳＤＧｓに取り組んで行くには、ＳＤＧｓの目標達成に向け、総合計画がどのように寄与して

いくかを示し、また時には、適宜修正していく必要があると思います。 

令和４年度からの第３期実施計画が始まるため、私は、ＳＤＧｓの目標を施策ごとはもちろん、事業ごとに示

していくべきと提案しました。総合計画では施策ごとのゴールを示していますが、市民にとって身近な一つ一つ

の事業でゴールを示すべきで、実施計画の中で示して、広く周知する提案を行いました。さらに、事業に関連し、

事業を進める際の文書発信をする際には常にゴールを示すことで、職員の意識醸成をはかり、市民に啓発を進め

られます。 

決算審査特別委員会総括質疑において、副市長に提案をしたところ、実施計画を示す段階でゴールを示し、私

の提案が検討されることになりました。 

ＳＤＧｓと行政サービスを考える決算審査 
～持続可能な社会づくりを目指す中で、見直すべき点は速やかに見直す～ 
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✔公園のトイレ、使いますか？ 
 ５年前の国土交通省のアンケートによると、公園のトイレを

使わない・ほとんど使わない人と答えた人は、女性９割、男性６

割という結果がありました。 

 使用しない理由として、衛生面や防犯面の問題が挙げられま

すが、先ほどのアンケート調査に基づくと、単純計算で７５％の

市民がほぼ利用しない公共施設が、公園のトイレであるという

ことになります。 

 渋谷区では、日本財団や民間企業と連携し、「Ｔｈｅ Ｔｏｋ

ｙｏ Ｔｏｉｌｅｔ」というプロジェクトで、公園を始めとした

公衆トイレを有名建築家の設計により建て替え、民間が管理を

行って綺麗なトイレが保たれています。このプロジェクトは、５

年間の委託契約で民間による清掃が行われていますが、区が維持管理をする際はどのような対応になるか、今後

について注目されるところです。 

 そこで、代々木深町小公園トイレ（右上写真）を視察しました。見通しのいい場所に設置されていて、スケル

トンなので、中に不審者がいないことを確認でき、防犯対策が施されていて、施錠すると外から見えなくなりま

す。また、スケルトンで汚れが目立つということもあり、清掃が行き届き、綺麗な状態が保たれています。従前

の公園のトイレとは異なり、親子で公園に行っても、安心して利用できるトイレです。 

 従前から身近な公園のネーミングライツを提案していますが、財源としてだけでなく、その命名権を購入した

団体が中心となり公園をきれいに保つように努めるという意識の醸成を考えると、川崎市における公園のトイレ

の快適化は可能になります。 

今後の公園のトイレを見直し、誰もが安心して快適に、また災害時にも活用できるトイレとして生まれ変わり、

維持管理していくよう、議会で提案し、市としても見直しを検討していく旨の答弁がありました。 
 

✔救急医療の役割分担へ 
 令和２年の救急車出動件数 66,951 件に対し、不搬送は 10,946 件と 16.3%を占めています。不搬送

のうちの 58.4%が現場処置になっています。救急車到着後、救急救命士の対応により、症状が落ち着くと

いうケースも多く、これが現場処置のうちの一つの要因になっています。救急車の適正利用が求められる昨

今、適正利用について考え過ぎて、救急車を呼ばず、症状が悪化するということもあります。 

 また、不搬送のうち、今年８月がピークになったコロナ陽性者の割合が高くなった理由としては、自宅療

養者への救急車出動に対し、現場処置により、搬送に至らなかったものが多かったということです。救急車

の出動と緊急往診の役割分担の検討が必要になります。 

 令和２年中の救急出動実績から、消防局による様々な調査分析が行われます。調査結果に基づき、体調に

異変を感じたときに、「医療が受けられないのではないか？」という不安につながらないよう、行政・医師

会・民間医療機関等が総合的に連携し、緊急時の医療提供体制の構築を目指すべきです。 
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月本たくやプロフィール 
昭和 53 年 大阪府豊中市生まれ。神奈川大学法学部法律学科卒業後、建築設備メーカーに就職。 

川崎市長政務秘書、衆議院議員公設秘書（麻生区・国会担当）等を経て、平成 23 年より川崎市議会議員。 

現在 川崎市議会議員（麻生区選出、無所属、当選３回） 健康福祉委員会委員 

 神奈川県クッブ協会代表理事 NPO 法人防犯ネットワーク理事・麻生区支部長 

 神奈川大学川崎市宮陵会監事、三田学園同窓会東京支部幹事 

川崎市麻生区男子ソフトボール連盟副会長 川崎白百合ライオンズクラブ 2017-2018 年度会長 

五力田町内会地区長 麻生区白鳥在住 家族：妻（会社員） 趣味：ＫＵＢＢ（スウェーデン発祥のスポーツ） 


